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人 口 の 動 き

1 1月1日現在 前月比

人口計 66.709 +129 
男 32.132+ 70 
女 34.577 十 59

世帯数一19.290-186 
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正
月
を f

待
品事， 一 』 草『紙 8窓長

肉喜
の
ナ
マ
ヨ
8通

正月の食卓にはなくてはならないナマコ漁のシーズンに入ると、 2人か 3人のチー

ムを組んで小舟がいっせいに湾内にこぎ出す。

水面下2メート Jレ位の海底を箱メガネでじっとにらみ、 2メー トlレ近くの竿の先の

ハサミで器用につかみあげる。年季の入った名人芸。

時おり薄陽さす波静かな琴湖も師走の風は、漁する人たちの膚を冷た く刺す。この

漁は新しい年を越Lて、 2月頃まで続く。

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川111111111111111刊1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版株式会社



(2) りおお む市政だより昭和56年12月15日
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

飲

酒

暴

定

運

転

を

地
域
か
ら
し
め
出
そ
う

%
i
v
m
 

• 

年
末
・
年
始
交
通
安
全
県
民
運
動

〔
運
動
の
重
点
〕

V
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
追
放

V
歩
行
者
、
特
に
子
供
の
と
び
出

し
と
老
人
の
横
断
時
の
交
通
事

故
防
止

今
年
の
本
市
に
お
け
る
交
通
事

故
は
、
昨
年
と
比
較
し
て
件
数
、

傷
者
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
死

者
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
年
末
を
迎
え
、
生
活

の
リ
ズ
ム
も
あ
わ
た
だ
し
く
、
先

を
急
ぐ
気
ぜ
わ
し
さ
や
交
通
渋
滞

に
よ
る
イ
ラ
イ
ラ
か
ら
、
と
も
す

れ
ば
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
無

理
な
追
越
し
、
わ
き
見
運
転
、
飲

酒
運
転
な
ど
の
違
反
行
為
が
目
立

っ
て
き
ま
す
。

飲
酒
運
転
を

な
く
そ
う

酒
酔
い
運
転
は
二
発
免
許
取

消
し
4

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
飲

酒
運
転
が
ど
ん
な
に
危
険
な
行
為

の
三
な
い
運
動
を
実
行
し
て
、
家

族
そ
ろ
っ
て
明
る
い
正
月
を
迎
え

ま
し
ょ
う
。

ら暴
し走
め運
出転
そを
う地

域
か

最
近
、
住
宅
地
や
市
街
地
の
狭

い
道
路
を
、
わ
が
も
の
顔
に
ス
ピ

く〉

ー
ド
を
出
し
て
定
る
車
を
見
か
け

ま
す
が
、
歩
行
者
の
通
行
を
脅
か

す
よ
う
な
運
転
は
ド
ラ
イ
バ
ー
と

し
て
恥
ず
べ
き
行
為
で
す
。

事
故
を
起
し
て
か
ら
で
は
遅
す

ぎ
ま
す
。
制
限
速
度
を
守
り
、
安

全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
は
、
暴
走
運
転
を
追
放

す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
見

た
ら
聞
い
た
ら
警
察
へ
通
報
し
て

下
さ
い
。

家
庭
で
は
、
身
内
か
ら
暴
走
族

や
違
反
者
を
出
さ
な
い
よ
う
話
し

合
う
と
と
も
に
、
出
か
け
る
前
に

は
タ
安
全
運
転
で
気
を
つ
け
て
'

の
一
声
を
か
け
合
い
た
い
も
の
で

す
Q

(
生
活
環
境
課
)

O 

O 

未
納
の
市
税
は

年
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う

十
二
月
は
一
年
の
し
め
く
く
り

の
月
で
す
。
す
で
に
納
期
が
過
ぎ

て
い
る
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税

は
、
年
内
に
必
ず
完
納
し
ま
し
ょ

，っ。
市
は
、
た
だ
い
ま
滞
納
市
税
の

年
末
一
掃
整
理
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
十
二
月
は
固
定
資
産
税

※ 

カ
ギ
か
け
は

家
族
ろ
ん
な
の

合
言
葉

(
四
期
分
)
と
国
民
健
康
保
険
税

(
六
期
分
)
の
納
期
と
な
っ
て
い

ま
す
。年

末
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の

で
早
自
に
納
付
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

年
末
は
、
市
役
所
お
よ
び
各
出

張
所
と
も
十
二
月
二
十
九
日
か
ら

休
暇
に
入
り
ま
す
(
税
務
課
の
窓

口
収
納
事
務
は
三
十
日
の
午
前
中

一

国

際

障

害

者

年

一

一

S
完
全
参
加
と
平
等

s

-

一

ご

存

じ

で

す

か

一

一

O
新

し

い

何

ミ

リ

映

画

う

す

を

通

し

て

親

子
と
は
家
一

一

フ

ィ

ル

ム

を

貸

出

し

族

と

は

何

か

、

生

さ

る

こ

と

一

の
す
ば
ら
し
さ
を
語
っ
て
い
一

一

ま

す

る

。

一

一
身
体
障
害
者
、
寝
た
き
り
老

V
寝
た
き
り
老
人
の
介
護
一

一

人

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

を

題

(

カ

ラ

i
、
三
十
分
)
一

-
材
に
し
た
十
六
ミ
リ
映
画
フ
ィ
寝
た
き
り
の
人
に
自
立
す
る
一

一

ル

ム

が

入

り

ま

し

た

@

気

概

を

も

た

せ

る

た

め

に

、

一

一
「
十
六
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
介
護
す
る
側
の
心
が
ま
え
が
一

一
術
認
定
証
'
一
を
持
っ
て
い
る
団
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
訴
え
一

一

体

に

フ

ィ

ル

ム

、

映

写

機

を

無

て

い

る

。

-

一
料
で
貸
出
し
て
い
ま
す
の
で
、

V
ひ
ろ
が
れ
ぬ
く
も
り
の
輪

一

一
ご
活
用
下
さ
い
。
た
だ
し
、
営
(
カ
ラ

l
、
二
十
七
分
)
-

一
利
的
な
場
合
は
除
き
ま
す
。
子
供
か
ら
老
人
ま
で
、
広
い
一

一

題

名

・

内

容

範

囲

に

わ

た

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

一

一
V
母
さ
ん
は
歌
っ

た

よ

ア

活

動

の

意

義
と
必
要
性
を
一

一

(

カ

ラ

l
、
四
十
八
分
)

訴
え
て
い
る

。

一

一

聴

力

障
害
を
持
つ
母
と
そ
の
閉
会
せ
先

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
一

一

息
子
た

ち

リ

!

(

雷
④
l
三
六
一
)
↑

一

、

M
F

の
明
る
く

c

o

o

一

一

#

γ
く

っ

た

く

耳

と

こ

と

ば

の

相

談

日

一

一

E

』

W
デ

の

な

い

す

日

時

一

月

十

六

日

(

土

)

一

一

，

司

L

-

ば
ら

し

い

午

後

一

時

l
一
一
一
時
-

一

d
紙

、

可

一

家

の

よ

場

所

福

祉

セ

ン

タ

ー

一

ま
で
)
の
で
、
そ
の
後
の
市
税
納

付
は
指
定
金
融
機
関
を
ご
利
用
下

，、.、
.

0

1

rι

、

》

hv

(税
務
課
)

年
末
年
始
・
5
犯
運
動
実
施
中
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※ 

下
水
道

住
み
よ
い
町
侭

基
礎
づ
く
り

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
町
じ
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

消
防
署
・
消
防
団
で
は

歳

末

特

別

警

戒

実

施

中

乾
燥
し
た
強
い
風
が
吹
く
季
節

と
な
り
ま
し
た
が
、
各
事
業
所
や

家
庭
で
は
暖
房
器
具
な
ど
の
火
気

を
使
用
す
る
機
会
も
多
く
な
り
ま

す。
ま
た
、
乙
の
時
期
は
忘
年
会
、

新
年
会
、
正
月
な
ど
、
飲
酒
や
外

出
の
機
会
も
多
く
な
り
、
や
や
も

す
る
と
火
気
の
取
扱
い
が
お
ろ
そ

か
に
な
り
が
ち
で
す
。

お
互
い
に
火
の
元
、
火
の
取
扱

い
に
は
十
分
注

意
し
て
、
火
災

の
な
い
明
る
い

正
月
を
迎
え
ま

3

レ
ょ
'
つ
。

、，jm
@サ
イ
レ
ン
を

閉

吹

鳴

駅

火

の

元

の

点

柑
検
を
推
進
す
る

放
た
め
「
内
防
の

肘
時
間
」
を
午
後

細
八
時
と
定
め
、

二
十
八
日

1
三

十
一
日
ま
で
サ

イ
レ
ン
を
吹
鳴

し
ま
す
.

り

~吋…一町内吋司令一 町一也一一 ……… …}喝、，…w … …、戸、ザー旬、 一一 …
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タ
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火災多発シーズン到来

「毎日が防火デーです1
ぼくの家 | 

マ
二
十
八
日
(
午
前
八
時

消
防
団
員
演
習
V

句
集
サ

イ
レ
ン
(
十
五
秒
吹
鳴

t
六
秒
休
止

t
十
五
秒

吹
鳴
)

マ
二
十
八
日

t
三
十
一
日

(
毎
日
午
後
八
時
)

O 

農
業
委
員
会
選
拳
人
名
簿

消
防
の
時
間
(
一
分
間
吹
鳴
)

(
大
村
消
防
箸
)

大
村
消
防
署
の
ジ
ャ
ン
ボ
ち
ょ

う
ち
ん
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル

く〉

く〉

登

録

申

請

を

受

付

け

/

毎
年
一
月
一
日
で
調
製
す
る
大

村
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
の
登
録
申
請
書
の
受
付
け
を
行

い
ま
す
。
資
格
の
あ
る
人
は
も
れ

な
く
申
請
し
て
下
さ
い
。

資
格
を
有
す
る
人
大
村
市
農
業

委
員
会
の
区
域
に
住
所
を
有
す

る
人
で
次
に
該
当
す
る
人

①
十
ア
ー
ル
(
一
反
)
以
上
の
耕

作
の
業
務
を
営
む
人
お
よ
び
同

居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者

で
、
一
年
間
に
お
お
む
ね
六
十

日
以
上
耕
作
の
業
務
に
従
事
す

る
人
(
内
縁
関
係
の
人
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
)

②
昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

申
請
期
間
一
月
十
日
ま
で

提
出
先
農
業
委
員
会
ま
た
は
各

出
張
所

※
申
請
書
は
各
実
行
組
合
長
を
経

由
し
て
資
格
の
あ
る
世
帯
へ
配

布
し
ま
す
が
、
配
布
も
れ
や
資

格
が
あ
っ
て
も
実
行
組
合
に
加

入
し
て
い
な
い
世
帯
は
農
業
委

員
会
ま
た
は
各
出
張
所
へ
・
申
し

出
て
下
さ
い
。
詳
し
く
は
選
挙

管
理
委
員
会
、
農
業
委
員
会
へ

お
問
合
せ
下
さ
い
。

〈
選
挙
管
理
委
員
会
)

@備り凍以 ! 
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工業統計調査にー←ー

りおおむ

製造業の国勢調査

市政だより昭和56年12月15日
1¥111¥111111¥111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

一一ご協力を-

タ
製
造
業
の
国
勢
調
査
'
と
い

わ
れ
る
「
工
業
統
計
調
査
」
が
、

今
年
も
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で

行
わ
れ
ま
す
。

乙
の
調
査
は
、
全
国
の
す
べ
て

の
製
造
工
業
や
製
造
業
の
本
社
、

本
居
を
対
象
と
し
て
、
従
業
者
数

や
製
造
品
出
荷
額
な
ど
を
調
査
し

わ
が
国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す。
乙
の
調
査
の
結
果
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
基
礎
資
料
と
な
る
ば
か
り
で

な
く
民
間
企
業
の
経
営
指
針
と
し

て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
票
に
書
か
れ
た
各
事
業
所

の
内
容
は
、
統
計

以
外
の
た
め
に
用

い
ら
れ
る
乙
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん。
調
査
員
が
各
事

業
所
に
お
伺
い
し

て
調
査
票
の
記
入

を
お
願
い
し
ま
す

年
末
・
年
始
で
誠

に
恐
縮
で
す
が
、

ど
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。〈

企
画
課
)

※ 

限
り
あ
る
資
源
で
す

ヤ
ハ
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

水
道
官
以

天

正

遣

欧

少

年

使

節

@
ロ
l
マ
教
皇
に
謁
見

す
る

一
五
八
五
年
三
月
二
十
三
日

乙
の
旅
行
の
最
終
目
的
で
あ
り

待
ち
に
待
っ
た
ロ

i
マ
教
皇
へ

の
謁
見
の
日
が
や
勺
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
一
行
の
ロ

l
マ
到

着
の
翌
日
に
は
行
わ
れ
る
と
い

う
素
早
さ
で
し
た
。

教
皇
へ
の
謁
見
に
あ
た
っ
て

は
、
謁
見
行
列
を
教
皇
ジ
ュ
リ

オ
三
世
が
一
五
五
三
年
に
建
て

た
別
荘
か
ら
出
発
さ
せ
る
と
い

う
慣
例
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、

一
端
城
門
の
外
に
出
て
、
そ
の

別
荘
に
お
い
て
出
発
に
そ
な
え

て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア

ン
は
、
ロ
ー
マ
に
入
る
直
前
あ

た
り
か
ら
高
熱
を
発
し
、
ロ
!

?
入
り
し
て
か
ら
も
病
状
は
悪

化
の
一
方
で
、
医
師
か
ら
は
絶

対
外
出
禁
止
を
命
じ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し

「
教
皇
様
に

会
え
る
な
ら
死
ん
で
も
良
い

」

と
い
う
覚
悟
で
、
乙
の
別
荘
ま

@
記
録
⑧

で
出
か
け
て
来
て
い
た
の
で
す

い
ざ
馬
上
に
乗
っ
て
み
る
と
、

と
う
て
い
行
列
に
加
わ
る
乙
と

が
で
き
る
よ
う
な
状
態
で
は
な

く
、
こ
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
様
子

を
見
か
ね
た
一
人
の
貴
族
が

一
行
よ
り
一
足
先
に
ヴ
ァ
チ

カ
ン
宮
殿
に
ジ
ュ
リ
ア
ン
を

つ
れ
て
行
き
、
私
的
に
教
皇

へ
の
謁
見
を
行
わ
せ
た
の
で

一

す。

一

さ
て
謁
見
の
行
列
は
、
教

一

皇
庁
の
軽
箭
隊
を
先
頭
に
ス

一

イ
ス
の
衛
兵
、
枢
機
卿
の
家
一

臣
団
、
ロ
ー
マ
監
在
の
各
国

一

大
使
、
教
皇
庁
の
職
員
、
十
一

三
人
の
、

鼓
手
そ
し
て
二
人

一

の
大
司
教
に
は
さ
ま
れ
て
、

一

伊
東
マ
ン
シ
ョ
、
千
々
石
ミ

ゲ
ル
、
原
マ
ル
チ
ノ
、
そ
れ
に

多
数
の
騎
馬
の
武
士
団
と
い
う

よ
う
に
、
そ
の
列
は
永
々
と
続

き
ま
し
た
。

制
見
は
ヴ

ァ
チ
カ
ン
官
殿
内

の
「
帝
王
の
問
」
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
三
少
年
が
御
前
に
進
み

出
る
と
、
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
十

三
世
は
、
「
御
涙
を
抑
え
得
な

い
様
子
、
い
や
む
し
ろ
御
眼
は

涙
に
あ
ふ
れ
給
う
た
」
と
、
同

席
の
者
が
書
き
残
し
て
い
ま
す

ま
た
日
本
出
発
の
際
、
教
皇
の

御
足
を
頭
に
い
た
だ
く
よ
う
に

命
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
教

皇
は
そ
れ
を
お
許
し
に
な
ら
ず

か
え
っ
て
三
少
年
を
抱
擁
さ
れ

る
と
い
う
、

破
格
の
名
誉
を
賜

わ
っ
た
の
で
し
た
。

時
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
十
三
世
に

つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
テ
l

ニ
ュ
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

ま
す
。

法
王
の
お
言
葉
は
イ
タ
リ

ア
語
で
あ
る
が
、
ポ
ロ

l

ニ
ャ
批
り
が
感
ぜ
ら
れ
る

そ
れ
に
天
性
し
わ
が
れ
声

で
、
っ
か
え
っ
か
え
し
て

お
話
し
に
な
る
。
だ
が
極

め
て
奇
麗
な
老
人
で
身
丈

は
中
背
だ
が
真
直
で
、
お

顔
に
は
威
厳
が
あ
り
、
お

髭
は
白
く
長
く
、
お
年
は

八
十
歳
を
越
し
て
お
ら
れ

る
が
、
お
年
の
割
合
に
は

極
め
て
健
康
旺
盛
で
、
持

病
な
ん
か
一
つ
も
な
い
。

性
質
穏
和
、
世
事
に
心
を

乱
さ
れ
る
と
と
な
く
、
頗

る
よ
く
建
築
を
遊
ば
さ
れ

る。

日
本
か
ら
持
参
し
た
キ
リ
シ

タ
ン
大
名
の
手
紙
を
伊
東
マ
ン

シ
ョ
、
千
々
石
ミ
ゲ
ル
の
両
名

が
声
高
ら
か
に
読
み
あ
げ
た
後

教
皇
謁
見
式
に
閉
じ
る
に
あ
た

っ
て
、
退
出
さ
れ
る
際
に
、
外

套
の
祐
を
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
と
千

々
石
ミ
ゲ
ル
と
に
棒
持
さ
せ
ま

し
た
。
実
は
こ
れ
は
ド
イ
ツ
皇

帝
の
大
使
に
し
か
帝
訂
さ
れ
な
い

栄
誉
で
し
た
。

教皇に謁見する少年使節



※ 

有
リ
ン
合
成
洗
剤
は
海
を
汚
し
ま
す

粉
石
け
ん
に
切
替
え
志
し
よ
う

昭和56年12月15日
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注
射
と
検
診

-3歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
五
十
三
年
六
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
昭

りおおむ

1月の日曜・祭日当番医

市政だより(5) 

和
五
十
二
年
十
二
月

t
五
十
三

年
五
月
生
ま
れ
で
、
ま
だ
健
康

診
査
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も

受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
十
二
月
二
十
四
日
、
午
前

九
時
三
十
分

t
十
時
、
午
後
一

時

t
一
時
三
十
分
(
受
付
〉

場

所

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
程

料

金

無

料

日

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下

さ

い

。

:
(
生
活
環
境
課
)

圃

妊

婦

教

室

さい 婦 公。
いる教民。一
。方 室館。月

もに で の
お は行 妊
気 、い 婦
軽病ま教
に院す室
おに。は
出受 ま
か 診た中。
けし 、土也。
下て妊区。

妊
時
間

午
後
一
時

t
四
時

(生
活
環
境
課
)

教

月日 | 内 ~ヨF・

1/6 1i 0。妊映は娠画じめ中、て母保命健親となる心得
(第 1回)i0 2 の創造、

(第1/21回3)11|00。妊産安産娠後中ののた栄のめ養に保の(補と健動り方作、(貧妊血婦食体操の実の実習)習)

1/201| 0育児(禁、すば忌らし?い説母乳錯、誤安芸んの入浴)
(第3回)。映画

(第1/42回7)|! 。。乳家幼庭児の幸の環せ境のたと性め格に (家族計画〉

婦

-
妊
婦
と
割
引
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
、

相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度

は
お
で
か
け
下
さ
い
。

(
生
活
環
境
課
)

午前9時~午後8時診療時間

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

場 ま 応 る 康 なに血 康
室康 役所すじ相にどな庄相ー

相所 。て談関、るが談般
談健市 いにす健人 気は健

長一
一

-Z出
一

相一康一健一般一一一

1月の健康相談日程

，-..【 | 内 容
宰 |且 1 9:00-11:0o 13:00-16:00 
漫 11| 乳幼児相~
壁 I8 I妊婦相談

c; I 20 I乳 幼 児 相 談

-
冬
休
み
子
ど
も
映
画

会
日
時
・
場
所
十
二
月
二
十
五
日

V
午
前
十
時

t
十
一
時
三
十
分

日
中
地
区
公
民
館

V
午
後
一

時
三
十
分
1
三
時
H

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内

容

児

童
劇
映
画
「
長
く
つ
し

た
の
ピ
ッ
ピ
」

対
象
小
学
校
全
学
年
、
子
ど
も

会
、
父
兄

入
場
料
無
料

(視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
曾

①
l
一
一
一
一
六
一
〉

日|診療科目 |病医院名|所在地 |電話

|内 科松井医院 l1zEf丁F目 | 似
11外・内科牧山医 院 間 1

科…科|?恥2
外・内科原 医 院宮1小丁路目 5-8427 

3 婦人・内科 大野産内婦人科科 原口 5-4450 

J枇器 科|融事化引3FqT3473
産・ 婦人科 後藤産婦人科 2-6015 

内 科 藤井内科
主計一銘7815 

内 科 上田医 院 2-3505 

1r  科 |長崎医院 卜 古 「;861
泌尿器科黒木泌尿器科室大高 0211 

|内 科
24 

整形外科 松永整形外科 3-5864 

311 内 科 (沢田医院間 7603
外 elJI門科山道医院 3-2305 

1月の妊婦と現幼児の健康相談日程

!一旦土一時 間 | 場 所 | 対 象 l 

I 5 :_9~3_0~10:0~1 大村保健所 ! 生後4カ月までの乳児
|ーよ旦~Q竺1主00 1 福重出張所 ! 妊婦と乳幼児

I 9:30......11:00 I !.h- M <1， ;lE =: 
11 1 13 ~ ÖÖ--= î5 ~öö I竹松出張所 |乳 幼 児

19:30-10:00 I 
2~ i 9:30-11:00 I萱 瀬出張所 |妊婦と乳幼児

FLUE竺川J大村保町一|去後8カ月山乳児
251 ，9:30-11:00J 三浦出張所 i妊婦と乳幼児

一

長

崎

県

議

会

一

一

は

、

虚
礼
廃
止
一

一

止

日

の
趣
旨
に
基
づ
一

一

廃

き

、

各

会

派

一

一

一

礼

致

し

て

次

の

乙

一

一

虚

と

を

申

し

合

せ

一

一

は

て

い

ま

す

。

ど

一

一

会

理

解

と

ど

協

力

一

一

議

を

お

願

い

し

ま

一

一

七

す

。

一

一

信

m

v

年
賀
状
、
一

一

暑

中

見

舞

な

一

一
ど
時
候
の
挨
拶
状
は
廃
止
一

一

す

る

V
自
筆
に
よ
る
答
一

一

礼

も

廃
止
す
る

V
団
体
一

一
名
、
会
社
名
、
そ
の
他
法
一

一
人
な
ど
の
肩
書
き
を
利
用
一

一

し

て

の

文
書
も
禁
止
す
る
一

一

V
今
回
の
虚
礼
廃
止
は
県
一

一
内
に
適
用
す
る

V
正
・
一

一
副
議
長
の
公
用
の
年
賀
状
一

一
暑
中
見
舞
は
県
外
を
除
き
一

一

廃

止

す

る

一



(6) 

募

り

集

-
保
育
所
入
所
児
童

おおむ

昭
和
五
十
七
年
度
の
保
育
所
入

所
児
童
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
い
内
容
は
十
一
月
十
五
日
号
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請
し

て
い
な
い
方
は
早
自
に
お
申
込
み

下
さ
い
。

受
付
期
間

で

市政だより

十
二
月
二
十
五
日
ま

(
福
祉
課
)

-
県
立
ろ
う
学
校
幼
児

.
生
徒

昭和56年12月15日
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1月の定例相談日

市民相談コーナー (広報公聴課〉 で

すべて無料で行っています。お気軽に

ご相談下さい。

( 7日， 10: 00-15: 00) 談相権.人

対
象
聴
覚
障
害
児
(
者
)

募
集
学
部
マ
幼
稚
部
(
一
一
一
・
四

( 8日， 9:30-12:00) 

(20日， 10:00-15:00)

(26日，10:00....15:00)

(27日， 10: 00....15: 00) 

しめ縄づくり
古町の老人クラブ「白寿会」

(林田清会長、

04日， 9:30....12:00) 

(22日， 13:00-16:00)

談

設

.交通 事故相談

.厚生・国民年金相談

古町の老人クラプ「白寿会J

-
五
歳
児
)

マ
高
等
部
、
理
容
、
産
業
工
芸
'

マ
専
攻
科
戸
窯
業
、
被
服
、

願
書
締
切
二
月
二
十
七
日

問
合
せ
先
県
立
ろ
う
学
校
(
植

松
三
丁
目
一
六
O
|
二
、
雷
②

!
ニ
四
四
四
)

談

談

-
県
立
佐
世
保
ろ
う
学

校
幼
児

聴
覚
障
害
児

募
集
学
部
マ
幼
稚
部
会
一
・
四

-
五
歳
児
)

願
書
締
切
二
月
二
十
七
日

問
合
せ
先
県
立
佐
世
保
ろ
う
学

校
(
佐
世
保
市
小
舟
町
六
O
、

電
佐
世
保
@
l
O
八
八
一
〉

対
象

※ 

天
正
遣
欧
少
年
使
節
顕
彰
事
業
に
込用
財
を
ノ

相

相

相

相

産

記

律

政

動

.登

.不

.行

.法

57人)で、恒例のしめ縄づくりがありました。

乙のしめ縄づくりは、 33年から行っているもの

ワラ打ち、縄しめ、仕上げと手ぎわよく進み、

で、作業場の古町公民館にはお年寄りが集まり

圃
県
立
盲
学
校
幼
児
・

生
徒

次々と正月かぎりができ上っていました。お年

寄りの皆さんも、もうベテラジぞろいで、世間

対
象
視
覚
障
害
児
(
者
)

募
集
学
部
マ
幼
稚
部
(
五
歳
児
)

マ
高
等
部
(
普
通
、
保
健
理
療
〉

マ
専
攻
科
(
理
療
科
)

願
書
締
切
〔
幼
稚
部
〕
三
月
三

十
一
日
〔
高
等
部
〕
二
月
二
十

日
〔
専
攻
科
〕
二
月
十
三
日

問
合
せ
先
県
立
盲
学
校
(
西
彼

杵
郡
時
津
町
西
時
津
郷
字
浜
道

八
七
三
、
雷
時
津
@
l
O
O
ニ

O
)
 

-
県
立
諌
早
養
護
学
校

生
徒

対
象

肢
体
不
自
由
児

話しをしながら楽しそうに作業していました。

一

大

村

地

区

町

名

町

界

一

一

変

更

地

域

の

皆

さ

ん

へ

一

一
十
月
二
十
六
日
付
で
大
村
地
〔
新
町
名
・
区
域
の
概
要
〕
一

一

区

の

一

部

の

町

名

町

界

が

変

更

マ

水

主

町

一

丁

目

一

一
に
な
り
ま
し
た
が
、
変
更
地
域
国
道
三
十
四
号
線
西
側
で
西
一

一
の
皆
さ
ん
で
、
年
金
、
恩
給
、
肥
パ
ス
営
業
所
及
び
水
主
町
一

一

そ

の

他

住

居

の

変

更

届

が

済

ま

団

地

の

区

域

一

一

れ

て

い

な

い

ご

家

庭

は

、

関

係

マ

水

主

町

二

丁

目

一

一
官
暑
に
「
住
居
変
更
届
」
を
提
主
と
し
て
水
主
町
町
内
及
び
一

一

出

し

て

下

さ

い

。

有

楽

町

町

内

の

区

域

一

一

ま

た

、

郵

便

物

(

年

賀

状

な

マ

東

三

城

町

一

一
ど
)
の
住
所
は
、
新
町
名
で
は
大
村
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
合
一

一
っ
き
り
と
書
い
て
下
さ
い
。
お
む
主
と
し
て
三
域
第
一
町
内
一

一
知
り
合
い
の
方
に
は
、
ぜ
ひ
前
及
び
三
域
第
二
町
内
の
区
域
一

一

も

っ

て

ど

通

知

を

お

願

い

し

ま

マ

西

三

城

町

一

一

す

。

向

陽

高

校

を

含

む

向

陽

町

内

一

一
今
回
の
町
名
町
界
整
理
に
つ
及
び
水
田
一
区
の
区
域
一

一

い

て

、

詳

し

い

乙

と

は

十

月

十

マ

三

域

町

一

一
五
日
号
の
市
政
だ
よ
り
に
掲
載

忠

霊

塔
を
含
む
大
佐
古
町
内
一

一

し

て

い

ま

す

。

柴

田

町

内

及

び

柴

田

団

地

の

一

-

な

お

、

新

町

名

、

区

域

の

概

区

域

一

一

要

は

次

の

と

お

り

で

す

。

(

町

名

町

界

整

理

室

)

一

募
集
学
部
マ
高
等
部
普
通
科

願
書
締
切
二
月
二
十
七
日

問
合
せ
先
県
立
諌
早
養
護
学
校

(
諌
早
市
真
崎
町
一
六
七
Oー

て

雷

諌
早
⑤
l
一
七
九
八
)

対

象

病

弱

者

募
集
学
部
マ
高
等
部
普
通
科

願
書
締
切
二
月
二
十
七
日

問
合
せ
先
県
立
桜
が
正
養
護
学

校
(
東
彼
杵
郡
川
棚
町
下
組
郷

字
上
原
田
三
八
六
|
二
、

国
立

療
養
所
川
棚
病
院
内
、
宮
川
棚

@
l
三
六
三
O
)

-
県
立
桜
が
丘
養
護
学

校
生
徒

(
事
務
局
・
大
村
高
工
会
議
所
で
受
付
け
て
い
ま
す
)



※ 

犬
の
放
し
飼
い
は
事
故
の
も
と
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ス

ポ

i
ツ

-
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

(
一
般
男
女
、
ク
ラ

ブ
対
抗
)

日
時
一
月
十
日
〈
白
)
午
前
九

時

I
午
後
五
時

場
所
市
民
体
育
館

種
目
こ
般
男
女
〕
シ
ン
グ
ル

ス
・
ダ
ブ
ル
ス
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
〔
ク
ラ
ブ
対
抗
〕
各
学
校

単
位
で
ク
ラ
ブ
を
組
織
し
て
い

る
チ

l
ム
(
社
会
人
)

チ
ー
ム
編
成
(
ダ
ブ
ル
ス
の
み
)

初
心
者
で
男
子
二
、
女
子
二
、

混
合
一
と
し
、
男
女
と
も
一
組

りおおむ市政だより(7) 

は
四
十
歳
以
上
と
す
る

'

参
加
費
一
般
男
女
は
一
種
目
一

人
五
百
円
、
ク
ラ
ブ
対
抗
は
一

チ
l
ム
三
千
円

使
用
球
水
鳥
球

申
込
方
法
十
二
月
二
十
七
日
ま

で
に
パ
ド
ミ
ン
ト
シ
協
会
(
市

役
所
内
、
中
島
泰
二
あ
て
)
へ

(
体
育
課
)

そ

の

他

-
出
か
せ
ぎ
共
済
制
度

に
加
入
を

最
近
、
出
か
せ
ぎ
先
に
お
け
る

事
故
や
留
守
家
族
の
悩
み
ご
と
な

ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

万
一
の
事
故
な
ど
に
備
え
、
安

25年の歩みを顧みる

母子福祉連合会が記念大会

£
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

心
し
て
出
か
せ
ぎ
が
で
き
る
よ
う

出
か
せ
ぎ
を
し
て
い
る
人
、
こ
れ

か
ら
出
か
け
る
人
は
共
済
制
度
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

会
員
の
資
格
一
カ
月
以
上
一
年

未
満
、
居
住
す
る
市
町
村
を
離

れ
他
人
に
雇
わ
れ
て
働
い
た
後

帰
郷
す
る
人

八
百
円
(
年
間
)

費
給
付
の
内
容

V
会
員
死
亡
の
と

き
H
弔
慰
金
五
十
万
円
、
遺
族

(
一
人
)
旅
費
実
費
支
給

V

大
け
が
を
し
て
働
け
な
く
な
っ

た
と
き
H

見
舞
金
三
十
万
円

V
病
気
や
け
が
を
し
て
休
ん
だ

と
き
見
舞
金
三
万
円

1
五
万
円

V
出
か
せ
ぎ
先
へ
の
家
族
の
訪

大村市母子福祉連合会〈弁石トキ会長〉の

創立25周年記念大会が12月5日、大村商工会

議所の大ホーノレに約500人が出席して行われ

ました。この日は、戸島市長などの来賓祝辞

や長い間こっそり寄付を続けた河野文子さん

の表彰、県立長崎西高の竹下哲校長の講演な

どの後、レクリエーションを行い会を終りま

した。

表割日集収物燃不 間
旅
費
目
実
費
支
給

V
賃
金

不
払
い
の
と
き
リ
貸
付
金
五
万

円
以
内

V
留
守
家
族
が
火
災

に
よ
り
母
家
が
半
分
以
上
焼
失

東諏訪諏訪7・8区.

名内

諏訪1区.中諏訪.

町

下乱上事

し
た
と
き
H

見
舞
金
十
万
円

(
商
工
観
光
課
)

沖田. 寿古. 皆同. 今富.

野田.重井田.北木場.今山.東光寺.北・南野岳.平原.松原野田.
武留路.乾馬場町.古町5・6区.古町住宅西
黒木.北・南川内.久良原.中岳.宮代.原.荒瀬.田下.宮本.浦1・
2区.北・南松本.久津.寺本.山下.梶ノ尾.梶ノ尾団地.橋本

O印は休日のため収集は翌日または翌々日となります

1月①②④自の収集分は 1月5・6・7日で収集します。

草場矢上.弥勤寺.立福寺.



(8) 

〔
市
役
所
の
年
末
・
年
始
の
仕
事
案
内
〕

り

市
役
所
の
一
般
事
務
は
十
二
月

二
十
九
日

t
一
月
三
日
ま
で
休
み

ま
す
が
、
一
部
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

つ
市1

1
民

i
武

一
転
入
・
転

2
i
:
;
一
出
・
諸
証

明
の
事
務
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
出

生
・
死
亡
・
婚
姻
な
ど
の
届
け
出

は
宿
・
日
直
で
受
付
け
ま
す

0

24

1

2

F

1

…
市
税
・
国

…
税

務

課

よ

h

品、
民
健
康
保

険
税
・
住
宅
使
用
料
の
窓
口
収
納

事
務
を
十
二
月
三
十
日
(
午
前
中
)

ま
で
行
い
ま
す
。

i
z

j
J
J
J

水
道
料
金

道

部

~九
の
納
入
は

おおむ市政だより昭和56年12月15日
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休
務
中
も
午
後
五
時
ま
で
水
道
部

の
窓
口
で
取
扱
い
ま
す
。

一

一
図
書
館
・
唄
料
館

一

十
二
月
二
十
七
日

t
一
月
四
日

ま
で
休
館
し
ま
す
。
た
だ
し
十
二

月
二
十
五
日
(
館
内
整
理
日
)
は

通
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。
一
月

五
日
は
午
後
一
時
か
ら
開
館
し
ま

す。

当
山
幸酌

14ι

、

一
市

立

窮

院

j
j

i

?
い
つ
で
も

農林水産まつり
各種の催しでにぎわう

第7回市農林水産まつりが12月5目、 6日の

当
直
医
師
(
内
科
、
外
科
)

が

診

児

科
の
み
診
療
に
あ
た
り
ま
す
。

療
し
ま
す
。
た
だ
し
、

十
二
月
三

十
日
と
一
月
二
日
の
午
前
中
は
小

清

掃

課

@
一
般
家

庭
ご
み

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

(

員

田

由
紀
ほ
か
十
五
人
)
踊

一

り、

歌
、
カ
ス
テ
ラ
三
・
五
キ
一

弥
蔵
)
三
万
円

マ
古
瀬
シ
ヅ

清

和

国

へ

…

一

一
香
典
返
し

，
敬
称
略
エ
(
原
口
町
・
亡
夫
繁
雄
)
金
マ
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
(
陰

口

マ
八
木
館

(
八
木
フ
ジ
ヱ
)
一

映
画
に
招
待
マ
小
浜
町
北
本
-

一

文

化

基

金

へ

一

封

平

由

美
子
ほ
か
八
人
)
ゲ
1
ム

一
町
婦
人
会
(
進
藤
直
子
ほ
か
二
一

一

マ
深
町
保
行
(
東
本
町
・
亡
母

一

ほ
か
マ
し
ゃ
く
な
げ
会
(
杉

一
一
艦
寄
付

一
一

敬

称

略

十

人

)

舞
踊
、
歌
謡
、
せ
ん
ぺ

一

一

フ

ミ
〉
二
十
万
円

余

田
ユ
イ
ほ
か
三
十
四
人
)
み
か

い
四
・
五
キ
ロ
マ
コ
ミ
セ
ン
一

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

文

化

基

金

へ

ん

三

十

キ

ロ

、

タ

オ

ル

六

十
二

料
理
教
室
む
つ

み
会

(
真
弓
千
一

一

マ
清
水
松
代
(
一
の
郷

・
亡
夫
マ
中
央
公
民
館
利
用
グ
ル
ー
プ
本

マ
坂
口
婦
人
会
(
赤
川
一
代
子
ほ
か
七
人
〉

菓
子
百
三
十
一

一

土
男
吉
)
十
万
円
マ
山
下
フ
代
表
者
連
絡
協
議
会
(
江
上
憲

乃

ほ
か
十
四
人
)
舞
踊
、
菓
子

個

一

一

ク

エ

(
宮
小
路
一
丁
目
・
亡
夫

樗
会
長
)
一
万
四
千
四
十
円
四
十
八
箱

マ
九
電
子
ど
も

会

一

両日、コ ミュニティセンタ一周辺で行われ、農

林水産物の品評会や即売会、 畜産共進会、生活

展、児童作品展，実物鑑定競技、農業共済相談

などでにぎわいました。チピッ子のおにぎりコ

ンクーJレ〈写真〉も行われましたが、各子ども

会から38チームが参加ーかわいい手から、いろ

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご

み
収
集
業
務
は
十
二
月
三
十
日
ま

で
で
す
が
、
定
期
収
集
の
関
係
で

そ
れ
以
前
が
最
終
日
と
な
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
掃
除
は
計
画
的

に
実
施
し
、
ご
み
の
減
量
化
に
ど

協
力
下
さ
い
。

@
不
燃
物

不
燃
物
の
収
集
業
務
は
十
二
月

二
十
八
日
ま
で
で
す
。
タ
決
め
ら

た
物
を
、
決
め
ら
れ
た
日
¢
に
持

ち
出
し
、

集
積
所
を
き
れ
い
に
し

辛
子
し
ょ
・
っ
。

@
し
尿
汲
み
取
り

許
可
業
者
に
よ
る
し
尿
汲
み
取

り
業
務
は
十
二
月
三
十
日
ま
で
で

す
。
従
来
の
収
集
計
画
に
も
と
ず

き
実
施
し
ま
す
。
な
お
十
二
月
に んなおにぎりがで、き上っていました。

勺

i
i
J

一
観
光
案
内
所
は
初
日
一

一
I
1
月

3
日
ま
で
休
一

一

館

一

一
観
光
案
内
所
は
、
三
十
日
一

一

t
一
月
三
日
ま
で
休
館
し
ま
一

一
す
。
観
光
案
内
、
史
跡
紹
介
一

一
を
始
め
、
市
内
の
名
産
、
特
一

一
産
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
が
一

一
皆
さ
ん
の
お
陰
で
満
一
歳
を
一

一
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一

一
今
後
と
も
、
な
お
一

層
の
ご
一

一
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
ぉ
一

一
問
合
せ
は
観
光
案
内
所
(
富
一

一
③
|
六

O
六
O
)
へ
お
電
話
一

一

下

さ

い

。

一

一

(

商

工

観

光

課

)

一

r‘・
1
・1
t‘t
‘t
‘t
‘・
l
t‘ー‘
.. L
 

汲
み
取
っ
た
と
こ
ろ
は
、
小
さ
な

便
槽
で
満
杯
状
態
の
も
の
を
除
い

て
は
、
再
度
の
汲
み
取
り
が
で
き

か
ね
ま
す
の
で
ど
了
承
下
さ
い
。

@
年
始
の
業
務
開
始

清
掃
業
務
は
一
月
五
日
か
ら
行

い
ま
す
。
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